














Report of Hokkaido Consadole Sapporo Badminton Teamʼs Activities in 2019
北　村　優　明
KITAMURA Masaaki
Ⅰ．はじめに
　2016年北翔大学とコンサドーレ札幌による産学連携協
定の調印式が結ばれた。
　その目的は多面的な連携のもとにスポーツの普及を通
して地域におけるスポーツ振興を図るとともに，北海道
の各地域から世界に羽ばたくスポーツ人材の育成を行う
とともに地域社会の発展に寄与しようとすることであ
る。
　本学と北海道バドミントン協会は45年余りに及ぶ競技
選手強化策の連携を図ってきた。その成果は過去に２名
のオリンピック選手を輩出することができた。すなわち
女子ダブルスで2004年アテネオリンピックにおいて中山
智香子選手（旭川実業高校出身）が，男子シングルスに
おいて佐々木翔選手（上磯中学出身）が2012年ロンドン
オリンピック，2016年リオデジャネイロオリンピックに
連続出場を果している。
　更に，毎年スポルホールで行っている中学高校生選抜
選手による強化合宿や北翔大学選手との強化練習会の成
果が実り，2020年東京オリンピックの候補選手に以下の
３名の北海道出身選手が候補に挙がっている。ダブルス
松本麻由（小中学生５年間北翔大学生との強化練習会を
経て，とわの森三愛高校へ），永原和可那（小学全国大
会，全国中体連前の北翔大学生との強化練習会を積み重
ね，芽室中から青森山田高校へ）組（共に秋田北都銀行
入社，佐々木翔監督）は世界選手権大会2018，2019年で
２連勝を達成。又，東野有紗（岩見沢のジュニア選手時
期から本学での強化練習会の常連選手，その後福島富岡
中高校へ，中学生時に震災による被災で地元岩見沢に帰
郷，本学が道体協（当時）の支援等得てバドミントン部
と約半年に及ぶ練習を受け入れた）は，日本ユニシス入
社後ミックスダブルスで，2019年世界選手権３位，2018
年アジア大会団体優勝の実績を持ち，松本，長原組と共
に現在世界ランキング（2019.11.26.）３位となっており，
有力なオリンピック出場候補にノミネートされているこ
とは，北海道のバドミントン界において大きな励みと希
望を与えている。
　北翔大学は北海道協会との強化策の一貫として「コン
サドーレ札幌バドミントンチーム」を立上げへ積極的に
参画し，現在に至っている。この連携により同チームの
支援により，本大学男女バドミントンチームへの選手強
化向上は元より，コンサドーレジュニアへの指導を通し
てして，マナーや心構えの学びと経験を得ている。
　以下は，2018年後期から2019年までの「コンサドーレ
札幌バドミントンチーム」の活動報告を谷浦総監督より
記載する。
Ⅱ．2019年スポル体育館使用の現状報告及び今後の展望
１．現状報告 
　スポル体育館使用にあたりまして，体育館の調整に配
慮をいただき誠にありがとうございます。また，スポル
研究センターの関係者，スポルを日々利用している当該
クラブの学生指導者の皆様に心から感謝申し上げます。
　当チームは，北翔大学，スポル関係者のご理解，御協
力のもと，利用日数も年々増しチーム力も向上。６月に
行われた全日本実業団バドミントン大会では２年連続ベ
スト８と着実に結果を出しております。（別紙大会結果
報告）また，チーム設立時バドミントンを通して道民を
元気にするため，地域貢献としてのジュニア教室，大人
スクール，地方での講習会を行って参りました。
　本年もチーム最大の目標である，s/j1リーグ昇格を目
標に練習を重ねて来ましたが，11月のs/j ２リーグ戦で
は優勝を逃し２位に終わり，昇格は持ち越しとなりまし
た。スタッフ，選手一同は2019年オリンピックイャーで
（113〜118）
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のsj/1リーグ昇格を果たすことことを第一目標にし，良
い報告ができるよう精進して参りますので，引き続きご
支援ご協力をお願い致します。
2019年　北海道コンサドーレ札幌バドミントンチーム
活動報告　　　　　　　　　　　（2019年２月〜 11月）
　
大会名：平成30年度チャレンジリーグ1部
場　所：立川市泉市民体育館
期　日：平成31年２月22日〜24日
結　果：チャレンジリーグ１部優勝，
　　　　S/JⅡリーグへ昇格
コメント
　平成30年度の集大成としてチーム一丸となり，予選
リーグから決勝トーナメントまで無敗で完全優勝をする
ことができました。
　また，クラブの目標であるS/JⅡリーグ昇格を果たし
ました。
　チームの人数がぎりぎりの中で，目標を達成すること
が出来，チームとしての自信や，団結力が芽生えてきま
した。
　また，会場には沢山のサポーターが応援に駆けつけて
くれて，思い出にも残る試合となりました。
大会名：大阪インターナショナルチャレンジ
場　所：森口市民体育館
期　日：平成31年４月３日〜７日
結　果：ダブルス１回戦敗退　大越・三浦
コメント
　平成31年度，最初の個人戦となる今大会。
　大越・三浦ペアは予選からの出場となりました。
　予選はマレーシアのペアとの対戦。
　試合序盤は，海外選手独特のプレースタイルに翻弄さ
れてしまい，１ゲーム目を落としますが，自分たちのプ
レーを取り戻し，接戦になりましたが見事勝ち切り本選
に駒を進めました。
　本選１回戦目は，同じ北海道のチーム，JR北海道の
東野・渡部ペアとの対戦。
　序盤からペースを掴むことが出来ず，追い上げを見せ
ましたが悔しいストレートでの敗戦となりました。
　　国際大会での勝つことの難しさや海外選手の勝ちに
対する貪欲さを学びました。
大会名：第69回北海道実業団バドミントン選手権大会
場　所：北海きたえーる
期　日：平成31年４月20日〜21日
結　果：団体戦　３位
コメント
　平成31年度，第１回目の団体戦となる今大会。
　予選リーグでSMASH SPIRITに悔しい敗戦となり，
予選２位で準決勝に進みました。
　準決勝の相手はJR北海道。
　第１ダブルスで大越・三浦ペアが東野・渡部ペアに大
阪インターナショナルの雪辱を果たしましたが，後が続
かず１−３で敗戦となりました。
　３位決定戦では空知ガスに３−０で勝利し，３位で大
会を終えました。
　S/JⅡリーグへ昇格したことでチームとしての自信は
ありましたが，勝負に対する執念や勝ちにこだわる姿勢
が，まだまだ足りていないと実感した悔しい大会となり
ました。
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大会名：第74回国民体育大会バドミントン競技会
　　　　北海道予選会
場　所：伊達市総合体育館・室蘭市体育館
期　日：令和元年５月10日〜12日
結　果：シングル　３位　三枝
　　　　ダブルス　優勝　大越・三浦
　　　　　　　　　４位　吉原・住友
コメント
　ダブルスでは大越・三浦ペアが初めての北海道での個
人戦で優勝。
　吉原・住友ペアは初のベスト４進出となりましたが，
惜しくも４位。
　ダブルス陣は着々とレベルアップを実感できた大会と
なりました。
　シングルスでは三枝が連覇を狙いましたが，悔しい３
位。
　メンタル面での課題が浮き彫りになった大会でした。
　シングルスに出場した小山内は３回戦で敗退。
　チームとしては良い点・悪い点が見えた大会となり，
６月の全日本実業団に向けて，良いきっかけとなりまし
た。
大会名：第69回全日本実業団バドミントン選手権大会
場　所：深谷市総合体育館（深谷ビッグタートル），他
　　　　２会場（埼玉県）
期　日：令和元年６月12日〜16日
結　果：団体戦　ベスト８
コメント
　今季初めての全国大会（団体戦）。
　昨年ベスト８のため決勝トーナメントからの出場。
　決勝トーナメントは１〜３回戦は全て３−０で勝利し
準々決勝に進出。
　準々決勝はチーム全員日本代表経験のあるトナミ運輸
との対戦。
　第１ダブルス・シングルスは力の差を見せつけられ敗
戦。
　第２ダブルスはファイナルゲームにもつれましたが，
あと一歩のところで敗れ，０−３で敗退。
　チームの結果はベスト８で終えることとなりました。
　日本トップ・世界のトップの選手と試合をして感じる
ものが沢山あり，収穫の多い試合となりましたが，力の
差をはっきり見させられた試合となったので悔しさも多
く残りました。
大会名：第63回北海道社会人バドミントン選手権大会
場　所：北ガスアリーナ札幌46
期　日：令和元年６月29日〜30日
結　果：シングルス　優勝　三枝
　　　　ダブルス　　３位　大越・三浦
コメント
　全日本実業団から2週間後の今大会。
　疲れが残る中試合に臨むことになりますが，シングル
スではキャプテン三枝がすべて２−０で３連覇。
しかし，小山内・ダブルス陣が思うような結果を出せず，
大越・三浦ペアが３位となり，大会を終えました。
　全日本実業団でトップ選手と試合をしたことで，モチ
ベーションを北海道の大会に合わせることは難しい中で
の試合でした。しかし，負けて良い試合などなく，北海
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道の試合で勝つことの重要さをもう一度見直す大会にな
りました。
大会名：第72回北海道バドミントン選手権大会
場　所：小樽市総合体育館
期　日：令和元年８月16日〜18日
結　果：シングルス　優　勝　三枝
　　　　ダブルス　　優　勝　大越・三浦
　　　　　　　　　　準優勝　吉原・住友
コメント
　前回の大会から約２か月後の今大会。
　全日本総合の出場権がかかる大会の１つで，北海道の
大会で最重要の大会。
　ダブルスでは，コンサドーレから出場した２ペアでの
決勝となりました。
　結果は大越・三浦ペアが気迫のこもったプレーで吉原・
住友ペアを２−０で破り優勝となりましたが，敗れた吉
原・住友ペアも北海道の大会で初の決勝進出となり，チー
ムとしてレベルアップしていることを証明する試合にな
りました。
　シングルスでは三枝が北海道社会人に続き全てスト
レートでの優勝。
　ダブルス・シングルス共に全日本総合の出場権を獲得
しました。
　チームとして良い結果を出し。９月の全日本社会人に
向けて自信をつける良い大会になりました。
大会名：第62回全日本社会人バドミントン選手権大会
場　所：福岡市総合体育館，他（福岡県）
期　日：令和元年８月31日〜９月４日
結　果：シングルス　　４回戦敗退　三枝
　　　　ダブルス　　　５回戦敗退　吉原・住友
　　　　　　　　　　　４回戦敗退　大越・三浦
　　　　混合ダブルス　ベスト８　　大越・與猶
　　　　　　　　　　　　　　　　　（YONEX）
コメント
　今季，最初で最後の個人戦での全国大会。
　ここでベスト16以上に進出すれば，全日本総合に出場
できるということで各地の選手たちがこの大会に照準を
合わせてくる大会です。
　ダブルスでは，大越・三浦ペアがNTT東日本の星野・
西川ペアに敗退。
　吉原・住友ペアは勝てば全日本総合への出場が決まる
試合で惜しくも敗退となりました。
　シングルスでは小山内が３回戦で，三枝が４回戦で敗退。
　混合ダブルスに出場した大越はYONEXの與猶選手と
組んで，見事ベスト８となり全日本総合本選の出場権を
獲得しました。
　強い選手たちがなんとしてでも勝ちに来るこの大会で
勝つことの難しさ，まだまだ気持ちの強さが足りないと
痛感した大会となりました。
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大会名：JTBバドミントンS/JリーグⅡ2019
場　所：指宿総合体育館
期　日：令和元年11月15日〜17日
結　果：団体戦　準優勝　大越・三浦（個人：殊勲選手賞）
コメント
　今季チームとして集大成となる大会。
　チーム発足から目標としているS/Jリーグ昇格がかか
る試合で，第１試合は選手に硬さが見え２−１で勝利。
続く試合は3−0で勝利し初日を終えます。
　２日目第１試合では優勝候補，そして１日目終了時点
での全勝対決となり，この試合が優勝・昇格に向けての
山場となりました。
　結果は１−２で敗戦。続く試合も流れを戻すことが出
来ずに１−２で敗戦。第３試合はなんとか２−１で勝利
しました。
　大会最終日は２試合ともに２−１で勝利し，結果５勝
２敗で準優勝となりました。
　プレッシャーや沢山の方々からの期待を背負っての大
会でしたが，結果で恩返しをすることが出来ず，悔しい
気持ちとともに申し訳ない気持ちも生まれました。
　しかし，結果以上に僕たちのチームにしか伝えられな
いこと・与える影響を考えて全試合を戦うことが出来ま
せんでした。チームの根本にある目的や目標を見失うこ
となく，戦い抜く力がまだまだ足りず，未熟なチームで
あることが分かった試合となりました。
　それと同時に，来年必ず全勝優勝・昇格を果たすこと
が僕たちの目標となりました。
大会名：令和元年度 北海道中学校体育大会，
　　　　第50回北海道中学校バドミントン大会
場　所：稚内市総合体育館
期　日：令和元年８月２日〜４日
結　果：ダブルス　３位　藤井・藤堂
　　　　　　　　　　　　（中学２年生，全国大会出場）
コメント
　４年後（全国高校総体，北海道大会）を見据えた「中
学２年生」の強化を２年程前から実施し，現在順調に成
長しております。結果，今年度の全道中体連では，女子
ダブルスで３位という結果で，全国大会出場を果たしま
した。中学３年生である来年は，中学生の集大成として
全国でよりいい成績を出せるよう，引続き練習に励んで
いきます。
大会名：上海ナショナルバドミントンクラブ交流合宿
場　所：上海圣羿羽毛球倶楽部，上海崇明スポーツ訓練
　　　　基地
期　日：令和元年９月30日〜10月４日
コメント
　昨年より上海ジュニアバドミントンクラブと交流を開
始。昨年は上海よりジュニア選手が来ていただいて交流
をしたが，今年度は当ジュニアクラブが上海へ訪問し，
交流を含めた合宿を実施。
　結果，勝率は小５年生の木村颯介が６戦５勝だったが，
他は各自１勝しか出来ず，力の差及び基本の動作など，
非常に勉強になった合宿であった。また練習以外の部分
では，子供達が異文化に触れる事，異国で合宿をする事
で『選手として一回り成長し』，帰国後保護者や他の方々
から子供達の成長した姿に多くの好評をいただいた。
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２．今後の展望
2019年　具体的諸活動
　総合型地域スポーツクラブとして道内のスポーツ振興
を図ると共にジュニア育成強化，①コンサドーレジュニ
ア指導，②北翔大学生との合同練習，③北海道コンサドー
レバドミントンチームによる指導育成（道バドミントン
協会との連携強化）道内での地域連携による講習会，札
幌市内初心者・大人スクール等。
　以上の諸活動を通し北海道コンサドーレバドミントン
チームは関係各位のご理解，ご協力のもと，地域に目指
したチームとして幅広い年代（小，中，高，大人スクー
ルを）行なっております。また，北翔大学使用の際は，
学生との相互練習で切磋琢磨し，バドミントン選手のみ
ならず，人間性豊かな人材を求めております。今後も，
貴大学との連携をとり北海道を元気にするためバドミン
トン競技を通して貢献できればと考えております。
付　記
　本研究は，2019年度北方圏生涯スポーツ研究センター
選定事業として実施した。申告すべき利益相反なし。
